
 

　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

は
、「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る
５

つ
の
将
来
像
の
実
現
と
４
つ
の
固
有
課
題

の
解
決
を
図
る
総
合
的
な
基
本
計
画
で
す
。

　
県
で
は
、本
土
復
帰
か
ら
50
周
年
を
迎
え

た
令
和
４
年
５
月
15
日（
日
）に「
新・沖
縄
２１

世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」を
決
定
し
、玉

城
知
事
か
ら
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
へ
同
計

画
を
手
交
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
５
次
に
わ
た
る
沖
縄
振
興

計
画
等
に
よ
り
、空
港
、港
湾
、道
路
等
の
社

会
資
本
の
整
備
が
図
ら
れ
る
と
と
も
に
、新
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本
土
復
帰
50
年
と
い
う
大
き
な
節
目
か
ら

始
ま
る「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計

画
」に
お
い
て
は
、S
D
G
s
を
取
り
入
れ
、

「
経
済
」と「
社
会
」の
２
つ
の
基
軸
に
、新
た

に「
環
境
」の
枠
組
み
を
加
え
、社
会
・
経
済
・

環
境
の
３
つ
の
枠
組
み
に
対
応
す
る
形
で
、

「
誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い
優
し
い
社

会
」の
形
成
、「
強
く
し
な
や
か
な
自
立
型
経

済
」の
構
築
、「
持
続
可
能
な
海
洋
島
し
ょ
圏
」

の
形
成
の
基
軸
的
な
３
つ
の
基
本
方
向
を
示

し
、各
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

　
県
民
一
人
ひ
と
り
を
は
じ
め
と
す
る
社
会

全
体
で
の
参
画
に
よ
り
、基
軸
的
な
３
つ
の
施

策
展
開
の
基
本
方
向
が
調
和
し
た「
離
島
に
お

け
る
安
全・安
心
の
確
保
と
魅
力
あ
る
生
活
環

境
の
創
出
」、「
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
持
続
可
能

な
観
光
地
の
形
成
と
沖
縄
観
光
の
変
革
」、我

が
国
が
目
指
す
2
0
5
0
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
た「
世
界
に
誇
れ
る

島
し
ょ
型
環
境
モ
デ
ル
地
域
の
形
成
」な
ど
、

沖
縄
の
地
域
特
性
や
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
な
ど
を

生
か
し
、様
々
な
施
策
展
開
を
図
る
こ
と
で
、

「
安
全・安
心
で
幸
福
が
実
感
で
き
る
島
」を
形

成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５つの将来像の主な施策展開

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

「
新
・
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

こ
れ
か
ら
の
10
年「
新
時
代
沖
縄
」の
方
向
を
示
す

計画手交時の写真
出典：首相官邸ホームページ

社会・経済・環境の統合的取組（展開イメージ）

※テストベッド
実際の運用環境に近い状態で先端技術の実証試験を行う
実証基盤のこと。

　県民みんなで課題と目標を共有しな
がら取組を進めることが「沖縄２１世
紀ビジョン」で示した理想の将来像の
実現につながります。
　県民一人ひとりが自ら何ができるか
を考え、行動することが大切です。

　令和４年３月に改正され、同年４月１日に施行
された沖縄の振興に関する事項を定めた法律。
　沖縄の自主性を尊重しつつその総合的かつ計
画的な振興を図り、もって沖縄の自立的発展に資
するとともに、沖縄の豊かな住民生活の実現に寄
与することを目的としています。

「
新・沖
縄
21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」と
は

沖
縄
振
興
計
画
の
成
果
と
課
題

「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

基
本
計
画
」の
特
徴

環境

定住条件の整備、IT 基盤整備・活用など

安全・安心で
幸福が実感できる

島の形成

サステナブル・
ツーリズム
質の高い観光、
DXの推進など

再生可能
エネルギーの推進、
EVの導入促進など

社会

経済

誰一人取り残さない社会
持続可能な沖縄の発展

世界から選ばれる
持続可能な観光地の
形成と沖縄観光の

変革

世界に誇れる
島しょ型

環境モデル地域の
形成

2050年カーボン
ニュートラル
環境立国の実現

海洋環境の
保全・活用

海洋立国の展開

我が国の南の
玄関口

観光立国をリード

離島における
安全・安心の確保と

魅力ある生活環境の創出

～我が国の持続可能な発展に寄与する先行モデル地域・
テストベッド・アイランドへ～

将来像

1

沖縄２１世紀ビジョンキャラクター
げらゑ2121

首里城復興ロゴマーク

子ども食堂

リゾテックおきなわロゴマーク

遠隔地授業（北大東村）

第7回世界のウチナーンチュ大会
ロゴマーク

みんなで創る みんなの美ら島 未来のおきなわ （キーワード）沖縄振興特別措置法

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
前
の
令
和

元
年
に
は
、入
域
観
光
客
数
が
1
，0
1
6
万

人
、情
報
通
信
関
連
企
業
は
累
計
で
4
9
0

社
が
新
た
に
立
地
し
、就
業
者
数
は
72
万
６

千
人
、完
全
失
業
率
は
2
．7
％
、有
効
求
人

倍
率
は
１.

1
9
倍
と
着
実
に
成
果
を
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、一
人
当
た
り
県
民
所
得
が
全
国

最
低
の
水
準
に
あ
る
な
ど
、自
立
型
経
済
の

構
築
は
な
お
道
半
ば
に
あ
る
と
と
も
に
、離

島
の
条
件
不
利
性
等
の
沖
縄
の
特
殊
事
情
か

ら
派
生
す
る
固
有
課
題
に
加
え
、子
ど
も
の

貧
困
の
問
題
、雇
用
の
質
の
改
善
等
、重
要
性

を
増
し
た
課
題
や
新
た
に
生
じ
た
課
題
等
も

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　「
新・沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
基
本
計
画
」は
、

こ
れ
ま
で
の
沖
縄
振
興
分
野
を
包
含
す
る
総

合
的
な
計
画
で
あ
っ
て
、平
成
22
年
３
月
に
策

定
し
た「
沖
縄
２１
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
」に
掲
げ
る

県
民
が
望
む
将
来
像
の
実
現
に
向
け
た
行
動

計
画
で
あ
り
、S
D
G
s
の
達
成
に
寄
与
す

る
こ
と
を
求
め
つ
つ
、沖
縄
振
興
の
基
本
方

向
や
基
本
施
策
等
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

す
。同
時
に
、沖
縄
振
興
特
別
措
置
法
に
規
定

す
る
沖
縄
振
興
計
画
と
し
て
の
性
格
を
併
せ

持
っ
て
い
ま
す
。

〇脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進
〇自然環境・生物多様性の保全・継承
〇海洋島しょ圏としてのSDGs への貢献
〇沖縄文化の継承・発展・普及
〇首里城の復興

心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して
将来像

2
〇貧困状態にある子どもへの支援
〇「健康・長寿おきなわ」の復活　
〇危機管理体制の強化　
〇ジェンダー平等の実現と性の多様性の尊重
〇離島を結び支える安全・安定的でシームレスな交通体系の構築

希望と活力にあふれる豊かな島を目指して
将来像

3
〇全産業における労働生産性の向上
〇SDGsに適応する観光ブランド力の強化
〇産業のDXを牽引する情報通信関連産業の高度化
〇スタートアップの促進
〇次世代の情報通信基盤の整備とデジタル化・オンライン化の促進

世界に開かれた交流と共生の島を目指して
将来像

4
〇アジア・太平洋地域の平和発信拠点の形成
〇交流基盤としてのウチナーネットワークの継承・発展
〇多文化共生社会の構築
〇多様な分野における国際協力・貢献活動の推進
〇離島を核とする関係人口の創出と移住促進

多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して
将来像

5
〇子どもたちの健やかな育成に向けた地域全体の連携
〇確かな学力を身に付ける学校教育の充実
〇国際感覚を身に付ける教育の推進
〇多様な職業能力の育成・開発
〇産業のイノベーション創出を担う高度人材の育成と活用

新・沖縄
21世紀ビジョン
基本計画

不利性克服
人材育成

雇
用
交
流

自
然
と
の
調
和

沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

美ら島沖縄 2022.8美ら島沖縄 2022.8 45


